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推薦の辞――喜びも悲しみも幾歳月

� 東京大学名誉教授

伊 藤　　眞
１ ．はじめに

　第一作『弁護士日記秋桜』（2012年）、第二作『弁護士日記すみれ――人に

寄り添う』（2015年）、そして第三作『弁護士日記タンポポ――幸せな時代を

生きて』（2017年）に接するとき、名画「喜びも悲しみも幾歳月」1に描かれ

た有沢四郎（佐田啓二）・きよ子（高峰秀子）と四宮さん・惠子令夫人の姿が

重なり合う。孤島の灯
とう

台
だい

守
もり

 有沢と商都・大阪を本拠として活躍する弁護

士 四宮さんの職務は異なり、時代背景や日々の生活環境にも共通するとこ

ろはない。にもかかわらず、なぜか二重写しの映像が私の脳裏から消えず、

それが、推薦の辞をお引き受けした理由でもある。

　第一作については、著者の恩師である奥田昌道先生（京都大学名誉教授、

元最高裁判事）、第二作については、実務上の恩師というべき柳瀬隆次先生
（元東京高裁判事）が推薦の辞を誌

しる

していらっしゃる。両先生と比較すれば、

著者より ３歳年長であるというのみで、実務の活動がないに等しく、実社会

における経験も乏しい、民事手続法の一研究者が大任を果たせるのかどう

か、迷いを捨てきれないままに、筆を執ることを決意した。それは、三連作

を通じて流れる著者の生き方と思考、ともに歩む令夫人の姿にうたれ、実務

法曹のみならず、より広い範囲の方々にそれを共有していただきたいと希
ねが

っ

たからに他ならない。

　冒頭のフィルムに即していえば、航路の導
みちび

きとなり、行き交う船の乗客と

乗員の安全を確保するために､ 孜
し

々
し

として日夜の活動を続ける灯台守、傍
かたわ

らでそれを支え、家庭生活の柱となっている伴侶の像と、市民や事業者の悩

みに耳を傾け､ その解決に腐心し、奔走する四宮弁護士、傍らでそれを支
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え、季節の花々で疲れを癒
い

やそうとする令夫人の日常が重なり合う。

２ ．日
Tagebuch

記三連作の内容

　日記は、それぞれの生活や想いを誌した記録であるが、公刊され、愛読さ

れるのは、その内容に普遍性があり、広く読者自身の琴線に触れるからであ

ろう。私の座右に備えているものをみても、文人 永井荷風2や評論家 清沢

洌3の日記があるが、そこには、平
ふ

常
だん

の出来事の記述を通して、人々の生き

方、社会や政治の動向についての観察や分析が示され、時の経過とともに､

第 １級の歴史資料となる4。また、同時代人にとっても、著者の体験や思考

に接し、読者自らの生き方を探る上で、示唆を与えるものであるところに､

公刊される日記の役割がある。

　三連作の弁護士日記では、民事、刑事、家事、倒産、事業再生などの法律

実務に通暁する著者が、日々に出会う依頼者や事件に取り組む姿が描かれて

いる。練達の弁護士が最善の解決を求めて苦闘する姿は、後進の弁護士はも

ちろん、裁判官や検察官などの実務法曹にとって、また、苦悩する市民や事

業家にとって、進むべき途を照らす灯台の役割を果たすに違いない。

　しかし、本書の内容は、それにとどまらない。世界各地で頻発するテロに

ついては、その底流となっている国際政治や背景とされるイスラム世界の思

想など､ 著者の知的関心対象は、驚くほど広く、その思索は､ 決して庸
よう

俗
ぞく

に

とどまるところがない。また、弁護士業務に関する記述についてみても、そ

の内容は、成
Erfolgs

功物
geschichte

語を連ねたものではない。ときには、経営者の自死や苦悩

の果ての病死などの悲しみに終わることもあり、自省の言葉が綴られてい

る。

　弁護士日記は、平成23年 ７ 月 ７ 日、突然の脳梗塞発作に見舞われたときよ

り始まっているが5、それから ６年、三連作に誌されている著者の目覚まし

２　永井荷風『断腸亭日乗一～七』（岩波書店1980年）。
３　清沢洌『暗黒日記』（岩波文庫1990年）。
４　古くは、菅原孝標女による更級日記などが代表例である。
５　『弁護士日記秋桜』2頁。
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い回復と､ 華々しいというよりは堅忍不抜の弁護士活動は、同様の病に倒れ

た方にとって､ またとない励ましと確信するとともに、それを支える伴侶の

大切さを改めて感じさせる。

〈閑話休題――緑陰のお付き合い〉

　四宮さんとの邂
かい

逅
こう

は、東西倒産実務研究会6であり、30年を遡る。裁判官

を退官され、弁護士登録をされたのは昭和56年であるが、同研究会が組織さ

れた昭和61年には、すでに新進気鋭の弁護士として活躍されていらしたので

あろう。それ以来、折りに触れての御教示に加え、平成13年より開始された

法制審議会倒産法部会において見識に触れ、一連の倒産法改正立案作業が終

了した後も、現在に至るまで厚誼を賜っている。

　四宮さんは、文化・芸術の多方面に跨がる教養人であり、そのことが随所

に示されているが、趣味の一つとして、ゴルフがあり、本書の中でも､ 様々

な方々とのプレーが登場する。私も、盛夏の ２日間、蓼科にて御一緒する催

しがあり7、書斎の机上には、ティーオフ前、四宮さん、伊藤尚弁護士（阿

部・井窪・片山法律事務所）、加藤哲夫教授（早稲田大学）と私が並んだ一葉が

ある。もっとも、技量に関していえば、精進の結果、百獣（110）の王を脱

し、90台でラウンドされる四宮さんと、猛獣（110プラスもう10）の王と化し

ている私との間には、超えがたい壁ができてしまっている。

３ ．通奏低音としての人間愛と弱者への眼差し

　平成27年（2015年） ４ 月 １ 日から始まる毎日の記録の中には、弁護士業務

はもちろん、多様な事柄についての洞察が綴られており、前 ２作を含め、そ

れらを通読するとき、貫くものがあることに気づかされる。柳瀬隆次先生

は、それを通奏低音と表現されていらっしゃるが8、ここでもそれをお借り

する。

６　高木新二郎『事業再生と民事司法にかけた熱き思い――高木新二郎の軌跡』24頁（商事法務
2016年）参照。
７　本書230頁。
８　『弁護士日記すみれ』推薦の辞1頁。



推薦の辞

4

　夫婦、親子、兄弟間の対立と葛藤、刑事被疑者、被告人、受刑者の生育と

環境、公害・薬害被害者の痛み、中小企業経営者の窮境など、家事、刑事、

民事、倒産、いずれの分野をとっても、四宮さんの依頼者への想い、また時

には相手方当事者への配慮すら感じさせられる。このような人間愛は、弁護

士業務にとどまらず、戦争の犠牲者や被差別者など、虐
しいた

げられた者に寄り添

う想いとなって誌され9、さらに、それは、侵略や差別の事実を隠蔽し､ 果

ては正当化しようとする権力に対する批判となって現れる10。また、与野党

を問わず、そうした視点を欠いた政治勢力に対する視線も厳しい。

　さらに、京都産業大学法科大学院（法務研究科）の教授を務められた経験

を基礎とし、現在の法曹養成制度に欠けているもの、法科大学院制度の「失

敗」によって喪
うしな

われたものは何かなどの指摘（「法の支配と法曹の責任」（本書

34頁）、「藤岡一郎先生」（本書190頁））に接するとき、長年の間、教育に携わ

ってきた私として、予備試験の盛行などにみられる受験秀才礼賛の風潮と、

かつてわが国を破滅の淵に追いやった軍事指導者たちの経歴11を重ね合わせ

てみると、四宮さんの指摘に共感するところが大きい12。

４ ．おわりに

　冒頭に記したように、四宮さんと私はほぼ同世代に属する。徳島と上田と

は気候も風土も異なるが、戦後70年の変化を肌で感じてきた点では、共通し

９　四宮さんは、愛犬家であるが、三連作に登場する ２頭とも、いわゆる捨て犬であり、血統書付
きで譲渡される犬種ではない。また、日記を飾る植物も、秋桜、すみれ、タンポポ、月見草など､
野の花であり、お人柄が表れている。
10　「ワイツゼッカー大統領の演説」（本書63頁）、「朝鮮出身の特攻隊員たち」（本書194頁）など参
照。前者は、いわゆる家永教科書検定第三次訴訟上告審判決（最高裁平成 ９年 ８月29日第三小法廷
判決最高裁判所民事判例集51巻 ７ 号2921頁）における大野正男裁判官の反対意見でも引用されてい
る。日独の間にこのような差異が生じたのは、戦前・戦中の支配体制に対する評価や戦争責任の解
明を東京裁判などに委ね、国民自身の手によって明らかにすることを避けた結果ではないだろうか。
11　高橋正衛『昭和の軍閥』52頁（講談社学術文庫1969年）参照。
12　これと比較し、逆境と試練を克服し、法科大学院の中で育った法律家の姿に接するとき、たと
え多数ではないにせよ、法科大学院制度がその役割を果たしえたように思う。沼田美穂「女性弁護
士のキャリア形成体験談――どんな経歴も自分の個性」第一東京弁護士会会報533号35頁（2017年）
参照。同談の末尾に「人の気持ちに寄り添う弁護士に」と誌されており、四宮さんの姿勢が若手法
曹に受け継がれていることを確信する。
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ていよう。1950年頃と比べれば、現代は、清潔な生活環境の中、豊かな消費

財や溢
あふ

れる情報に囲まれた、夢のごとき世界かもしれない。しかし、不幸な

家庭環境に苦しむ児童、隠れた貧困層、保証債務の負担にあえぐ経営者、更

生の機会を見いだせない受刑者など、多くの問題が伏在していることも本書

で指摘されているとおりであり、法律家が取り組むべき課題は多い。四宮さ

んを識
し

る者の一人として、多くの法曹、そして法曹たらんとする方々が本書

を繙
ひもと

くことを願ってやまない。

　　平成29年葉月
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　 コスモス法律事務所開設 １周年1

2015年 ４ 月 １ 日（水）

　今年のエイプリルフールは桜が美しい。緋寒桜はほんの少し前に盛りを過

ぎたが、陽光桜は満開、続いて里桜、染井吉野、山桜も咲き始め、 ７分、 ８

分咲きの樹も見られる。

　昨年の ４月 １日は、コスモス法律事務所の開設日である。満一年が経過し

たことになる。それ以前、私が所属していた弁護士法人では社員の定年が70

歳と定められていたが、 ５年間に限り遡って定年を選択することを認めてい

た。このルールの適用第一号として退社した。

　この弁護士法人は、米田法律事務所が順次改称し、ついに法人成りしたも

ので、我国の弁護士法人の第一号である。この数字を獲得するために、事務

局担当者や提携司法書士との間で、周到な検討と準備を進めたこと等々、懐

かしい思い出がたくさん残っている。還暦を過ぎた頃から、私は早期退社を

願うようになったが、格別の動機やきっかけがあったわけではない。

　退社の理由を上手く説明する自信はなかったが、最近、日野原重明著『人

生の四季に生きる』（岩波書店1987年）の中で紹介されていた英国の心理学者

ウィリアム・ジェームズの言葉にふれた瞬間、自分の気持を理解できたよう

な気がした。

　「人生には四つの誕生がある。最初は個体の誕生、次に自我の誕生、さら

に社会的誕生、最後に自由人としての自我の誕生である。」

　何ごとにも煩わされずに、誰に気兼ねすることもなく、残りの弁護士人生

を、頼ってくれる依頼者とともに、好きなように送りたいという願いが、私

の行動の背景にあったことに気づき、目から鱗が落ちる思いがした。狭心症

を患って24年、脳梗塞を患って ４年、すでに65歳に達した私が、悔いが残ら

ないように人生を幕引きするためには、他人を慮る時間は残されていない。

2015年 ４ 月 １ 日（水）
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　古くからの友人、知人とともに、齢を重ね、自由な晩年を送りたいと願っ

ていたことに気づいた。

　コスモス法律事務所は、弁護士法人が倉庫代わりに使用していた52坪を借

受け、正職員 ２名、契約職員 ２名と私との ５名と、人数は少ないが、私がか

つて理想とした職場を実現しようと、工夫を凝らしている。一日の勤務時間

が ７時間20分の週休 ２日制、午前10時から午後 ３時までのフレックスタイム

制、原則として残業は御遠慮いただき、サービス残業は厳禁、有給休暇につ

いては、連続 ２週間以上の休暇の取得が奨励される。執務室は、フリーアド

レスで、出勤してきた人から、任意の机を選び、自分の移動式小型ロッカー

と椅子とモバイルパソコンとを持ってきて執務するようになっている。部屋

中に、事務所開設祝いとしていただいた観葉植物の鉢が置いてあり、自由に

移動させ、目隠しとして使用できる。

　本年の ３月には、事務所開設後最初の確定申告も無事済ませることができ

た。

　そして、経営を継続することができることを事務局の皆さんと一緒に喜ぶ

ことができた。

［追記］　2016年 ４ 月 １ 日、コスモス法律事務所は、また １年を加えた。開設
初年度は、事業計画を達成できて事務所継続の展望が得られるであろうか

と、年度末が待ち遠しくもあり心配でもあったが、 ２年目は肩の力を抜いた

事務所運営を行うことができた。優秀な事務局職員が権限と責任とを分担し

てくれて、私自身は、持ち込まれる事件とひたすら向き合う １年であった。

もちろん、事務局の皆さんは私のミスを見逃さない。

　感謝の気持を込めて全員に福利厚生の目的でアップル・ウォッチを配布す

ることにした。健康管理に利用してもらうためである。

　「送る月日に関守なし」と言うが、2017年 ４ 月 １ 日、コスモス法律事務所

は所員全員元気で ４年目を迎えることになった。
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　 イスラム国（IS）爆撃の下に2

2015年 ４ 月 ２ 日（木）

　本日は、修習同期の弁護士仲間のゴルフコンペに参加した。病気等で ５年

間ほど欠席していたので、久しぶりにお会いする方もおられた。各自相応に

年齢を重ねられてはいるが、皆さんお元気そうで、懐かしく、今後は私も可

能な限り真面目に参加しようと思っている。

　さて、今年は、IS をめぐるニュースが絶える時がなさそうであるが、私

は、今年の年賀状に、「私の住所地でもイスラム教徒を地域のコミュニティ

から排除しようとする動きがあります。イスラム教は、多くの人々が砂漠等

の過酷な自然環境の中で生き残るために、部族社会を基本単位として、異部

族・異民族が共存するための教えです。西欧の民主主義は市民として認めら

れる者のみを対象としており、非市民や異民族をも包摂し、共存するための

体制としては、完全なものではありません。私たちは、本来（筆者注・西欧

の民主主義者以上に）寛容なイスラム教徒達を、狂信的指導者・扇動者の下

に追いやっていないでしょうか。」と書いた。

　昨年は、シリア、イラクの内戦の中で力を蓄え、支配地を広げてきた IS

が建国を宣言した。これに対して、それらの内戦の激化に対して、これまで

なす術のなかった欧米社会が、湾岸のイスラム各国と協調して、激しい爆撃

を加え、欧米のみならず、日本も含めた世界中の人々が、これに対して喝采

を送っている。

　しかし、過激派のイスラム教徒であるにせよ、建国を宣言したということ

は、爆撃の下には、女性も子どもも住んでいるということである。私たち

は、戦場においてのみ爆撃が加えられていると誤解してはいけない。各狂信

的指導者に狙いを定めた爆撃は都市部でも行われている。

　イスラム教徒たちが、非戦場においても夥しい血を流していることを忘れ

2015年 ４ 月 ２ 日（木）
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てはならない。

　ところで、欧米は、「民主主義」のために戦っていると謳っているが、彼

らが共に戦っている湾岸諸国の政権は、本当に国民の信を得ているのであろ

うか。

　また、現在の中近東諸国家の国境は、欧米の列強が、古くからのイスラム

の各部族の社会を恣に分断して設けたに過ぎず、IS に結集する部族が複数

の国にまたがっていることに違和感を感ずる必要はない。

　それら部族を次々と殲滅していく戦いが、民主主義のための戦いであり得

ようか。

［追記］　2016年 ４ 月現在、IS の包囲網は、さらに狭まっている。
　IS の支配地はイラクやシリアにまたがり、両国と激しい戦闘を繰り広げ

ている。

　湾岸戦争によりイラクの無秩序状態を引き起こした責任者たる米英を中心

とする西側諸国は、これまでもイラクの対 IS の戦いを支援してきたが、IS

が非イスラム圏の各国の市民を誘拐、惨殺していることへの復讐のために、

最近は IS への空爆に参加している。シリアを支援するロシアもウクライナ

問題で西側諸国から経済制裁を受けるに至ったことがきっかけで、国際的な

地位を誇示するために、支援を強化し、IS を含む反体制派に対し、激しい

空爆を加えている。

　IS と同様スンニ派に属するサウジアラビア等の湾岸諸国や、クルド族と

戦闘する IS を密かに支援していたと言われるトルコも、一時の IS の占領地

域の拡大に脅威を感じたこと等から IS 包囲網に参加するに至った。

　イスラム社会が部族集団を単位としていることに照らせば、IS 国の支配

下の市民は、部族社会の選択に従うよりほか生きる術はないことを忘れては

ならない。太平洋戦争中の空襲下で逃げ惑った我国の国民の姿を思い起こす

時、彼等の苦難にいたたまれない心地がする。

　2017年 ３ 月30日、国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）は、シリアから

国外に逃れ難民として登録された者が502万470人に達すると発表している。
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　 後藤健二氏の死亡3

2015年 ４ 月 ３ 日（金）

　ちっぽけな事務所での一日を紹介してみたい。午前10時30分私の依頼者と

賃貸マンションの共有者との話合いに立ち会い、午前11時離婚調停の依頼者

と財産分与請求権を被保全権利とする仮差押えのための打合せ、午後 ０時30

分自己株取得に関する相談案件につき提携弁護士との打合せ、午後 １時離婚

届出の有効性についての調査案件について依頼者に報告、午後 ２時 N動物

病院からの獣医療過誤事件を受任、午後 ３時 Y動物病院の院長と賃貸借契

約締結交渉に関する相談、午後 ４時民事第一審事件の受任弁護士からの相

談、それらの合間に、電話で、複数の売掛金請求事件の相手方代理人との示

談交渉、遺言書無効確認調停についての和解交渉、刑事被疑事件についての

捜査担当刑事への和解報告、さらには依頼者からの電話やメールでの相談や

事件進行についての照会に対する返事等々である。午後 ７時、よく冷えた缶

ビールを １本飲干し、誰もいない事務所に施錠をして帰宅する。

　ところで、後藤健二氏は、2014年10月頃 IS に拘束され、本年 １月31日に

殺害されたとみられている。1967年宮城県仙台市生まれ、法政大学を卒業

し、1996年に映像通信会社インデペンデント・プレスを設立、アフリカや中

東などの紛争地帯等の取材に携わってこられた。1997年日本基督教団田園調

布教会で受洗した敬虔なクリスチャンでもある。

　後藤氏が、生命の危険を冒して、今回シリア経由で IS の支配地域に入ろ

うとした直接の動機は不明であるが、彼が執筆した書籍からも報道に対する

使命感を理解することができる。ジャーナリストとして生き、倒れた彼の心

情を知りたくて、①シオラレオネでの取材に基づく『ダイヤモンドより平和

がほしい』（2005年）、②エストニアでの取材に基づく『エイズの村に生まれ

て』（2007年）、③アフガニスタンでの取材に基づく『もしも学校に行けたら』

2015年 ４ 月 ３ 日（金）
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（2009年）と、④『ルワンダの祈り』（2008年）を購入した。発行したのは㈱

汐文社である。

　西アフリカのシエラレオネ共和国では、1991年から2002年までの間、反政

府勢力革命統一戦線と政府軍とのダイヤモンド鉱山をめぐる内戦において、

７万5000人以上の死者を出したが、多数の子ども兵士が殺戮に参加してい

る。①は子ども兵士の立場に寄り添った記録である。

　ソ連から1991年に独立したエストニアには、HIV 感染率90％のエルヴァ

という町がある。麻薬の原料がアルコールより安く、注射針の使い回しのた

めだという。②はエイズに感染した16歳の母親と胎内感染をしたその子ども

の立場に寄り添って、記録を残したものである。

　1978年人民民主党政権が成立したアフガニスタンに軍事介入したソ連は

1989年撤退し、その後国土の ９割を支配するに至ったタリバン政権も、2001

年の英米の攻撃により崩壊したが、内戦は続いている。③は、10歳の少女の

立場から、女性の教育問題を記録したものである（ターリバーン運動に抗して

女性への教育の必要性などを訴えていたマララ・ユスフザイが銃撃を受けたが、

一命を取留め、2014年ノーベル平和賞を受賞したことを思い起こしていただきた

い）。④は、ルワンダ虐殺（　 参照）の被害者たちの生々しい証言を採取す

るとともに、夫と長男その他親戚のほとんどを殺された女性で、事件後国会

議員として国の再建に関わっているアルフォンシンさんを中心に、国の再出

発と国民的和解への歩みとについて報告したものである。

　彼の今後が楽しみであったが、今はそれもかなわない。

［追記］　2015年 １ 月中旬、安倍首相が中東を歴訪し、「IS 国と戦う諸国」に
２億ドルの資金援助を行ったことが、後藤健二氏殺害のきっかけと考えられ

ている。

　2016年 ２ 月 １ 日、後藤健二氏の兄純一氏は、産経新聞の取材に応じて、

「最前線の舞台裏で何が起こっているのかを伝えようとした健二の遺志を生

かしてほしい。」と述べるとともに、政府の検証報告書には報道を守る姿勢

が欠けていると指摘している。

4
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　 ルワンダ虐殺の悲劇4

2015年 ４ 月 ４ 日（土）

　昨夜の天気予報では雨とのことであり、花散らしの雨となることを懸念し

たが、朝には上がっており、自宅から見る町内の桜の木々は、なお咲き誇っ

ている。

　後藤健二氏が取材したルワンダについて言及したい。同国は、ドイツの植

民地支配を受け、第一次世界大戦後の1924年からは国際連盟の委任統治領と

して、ベルギーが植民地支配を受け継ぎ、第二次世界大戦後も国際連合の信

託統治国として植民地経営が継続された。

　虐殺開始時、ルワンダの人口770万人のうち、フツは ８割強、ツチは ９～

12％であったと報告されているが、フツとツチとは元々は同じ言語を使い、

農耕民族であるか遊牧民族であるかという文化の違いと、それに伴う貧富の

差があるだけで、同一民族であると考えられている。

　しかし、ベルギーは、植民地支配のために、ツチとフツとは民族的に異な

り、前者が優秀であるとする人種概念を流布させて、少数派であるツチを支

配層とする間接支配体制を築き、この体制が、第二次大戦後も継続されてい

た。ところが、ツチの指導者らは、1957年頃からベルギーからの独立を求め

て政治活動を展開するようになり、1960年のベルギー領コンゴの独立後、そ

の運動を急進化させていった。

　一方、ベルギーは、同じ植民地としていたコンゴの独立後、ルワンダだけ

の植民地支配の継続は困難であると判断し、独立後のルワンダにおける影響

力を保持するため、ツチの支配に不満を持つフツによる体制転覆を支援し

て、フツによる社会革命を成功させた上で、独立を認めたのである。

　その結果、多くのツチが報復を恐れてウガンダ等に亡命したが、その後、

ウガンダの内戦に参加し、反政府軍の勝利に貢献した経験をもとに、ルワン

2015年 ４ 月 ４ 日（土）
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ダ愛国戦線（RPF）を組織して、フツの政権に対する反政府運動を活発化さ

せ、1990年以降、ルワンダ帰還を目指した RPFとルワンダ政府との間で内

戦が始まった。

　1993年 ８ 月 ４ 日、タンザニアの仲介で和平協定のアルーシャ協定が調印さ

れ、その遵守を支援するために、同年11月より、約2500名の軍事要員と60名

の文民警察官からなる国際連合ルワンダ支援団（UNAMIR）が展開したが、

1994年 ４ 月 ６ 日に、フランスから軍事支援を受けていたフツ出身のハビャリ

マナ大統領等を乗せた飛行機が撃墜されたことに端を発して、フツによるツ

チの大量虐殺が始まり、アルーシャ協定は破棄された。

　UNAMIR がルワンダ国内に展開していた際にも、資源に乏しいアフリカ

の小国の揉めごとに巻き込まれることに消極的であった国連安全保障理事会

のメンバーにより、UNAMIR の活動は妨害され続け、ジェノサイドが開始

された ４月半ばの時点での事態収拾のための人員要求はすべて拒否された。

ベルギーも、大統領の警護を行っていた自国の兵士10人が殺害されると、平

和維持任務から撤退した。

　さらに、国連本部は、UNAMIR の活動をルワンダにいる外国人の避難保

護に限定するよう指示し、多数のツチが避難していたキガリの公立技術学校

の警護からUNAMIR が撤収したことにより、学校を取り囲んでいた武装勢

力が学校内へ突入し、数百人の児童を含むおよそ2000人が虐殺されることも

あった。しかも、この事件から ４日後には、安全保障理事会はUNAMIR を

280人にまで減らすと決議している。

　そして、1994年 ７ 月にツチのパストゥール・ビジムングを大統領、ポー

ル・カガメを副大統領（のち大統領）とする新政権が発足するまでの ４カ月

間に、80万人以上のツチが虐殺されたのである。

　なお、フランスは、その後カガメ政権関係者がハビャリマナ大統領の暗殺

に関わったとして訴追し、カガメ政権側は、フランスがルワンダ虐殺を支援

したと批判し、両国は一時国交を断絶していた。

　ところで、私たちがルワンダ虐殺を野蛮なアフリカ人の犯行だと考えると
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すれば、それは、黒人に対する差別意識による誤解であり、彼らと私たち日

本人の間の人格的能力の間には全く差異はない。平和なアフリカ社会に分裂

と憎しみを持ち込んだのは、欧米の巧妙な植民地支配であり、虐殺の裏側

に、ルワンダ独立後の権益に目が眩んだベルギーやフランス等の欧米の国々

が存在していた。だからこそ、国際社会は、ツチを見殺しにしたのである。

　ツチや穏健派フツの虐殺を行った中心人物は、その後ルワンダ国際戦犯法

廷において裁かれ、ジェノサイドの煽動、人道に対する罪につき有罪とされ

ているが、国民の全員が加害者または被害者であるという状況の下では、国

民の再統合は決して容易ではない。現に、1995年 ４ 月22日には、ツチが5000

人のフツを殺害するというキベホの虐殺があった。

　後藤健二氏は、1996年の春にルワンダを訪れたものの、子ども兵士に拉致

されながらかろうじて解放され、出国できるという苦い経験の後、2008年に

再び入国して行った取材活動をもとに、『ルワンダの祈り』（汐文社2008年）

を出版している。虐殺を生き延びた被害者から聞き取った凄惨な事件の模様

と、被害者たちが、深刻な心的外傷性ストレス障害に悩みながら、自らの生

活とルワンダの再建のために歩み始めている姿とを描き出すことに成功して

いる。

　なお、ルワンダはフランスとの国交を回復した2009年11月29日に、フラン

スを始めとする外国からの干渉や国内の反対派を牽制するために、英連邦に

加盟している。

　後藤健二氏の本の帯には、「憎しみと悲しみに満たされた心だけでは、き

っと生きてはいけない。」と書かれている。ツチの被害者が、フツの加害者

を許すことによって、両者間に国民的和解が成立することを、後藤健二氏が

祈るような気持で期待していたことが明らかである。

［追記］　2014年 ４ 月17日に JICA は、「この20年間にルワンダは『アフリカ
の奇跡』と呼ばれる成長を遂げ、投資先として注目を集めている。」とイン

ターネット上に報告し、WEDGE 編集部の伊藤悟氏も、ルワンダでは、大

臣、知事クラスにも成果主義が徹底し、汚職行為を厳しく取り締まった結

2015年 ４ 月 ４ 日（土）
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果、2013年10月に世界銀行が発表した「ビジネス環境の整った国」ランキン

グでは、アフリカ地域 １位のモーリシャスに続き、 ２位となったと、同様に

報告している。

　一度、国を離れたものの、政情や経済が安定したことから、ルワンダへ戻

ってきた「ディアスポラ（離散した者）」と呼ばれる人々の存在も大きく、大

臣の約半数はディアスポラであり、経営者の多くもディアスポラだそうであ

る。ルワンダの ITレベルは高く、国民も勤勉で人材のレベルが高いと言わ

れており、治安が良く、マウンテンゴリラを確実に見ることができるため、

旅行先としても人気上昇中であるとも報告されている。

　もっとも、外務省のMOFA海外安全ホームページによると、2016年 ４ 月

10日現在の危険度は １（十分注意してください）であり、隣国・コンゴ民主

共和国の武装勢力「M23」とルワンダとのつながりが疑われたり、隣国のブ

ルンジで、ヌクルンジザ大統領が ３期目となる大統領選に出馬したことを契

機にクーデターが発生し、ブルンジから避難民が押し寄せ、ルワンダでも緊

張感が走る等、アフリカ地域特有のリスクが存在しないわけではない。

　それにしても、ルワンダ国民の国を再生させる努力には目を見張らされる

思いがする。後藤健二氏も、この現状を喜んでおられることであろう。

　世界経済フォーラム（WEF）が発表した2016年版「ジェンダー・ギャッ

プ指数」で、ルワンダは144カ国中 ５位（日本は111位）に入っており、また

下院議員に占める女性比率は56.3％で、世界 １位となっている。

　2017年 ８ 月 ４ 日に行われた大統領選挙の投票率は96.4％で、ポール・カガ

メ大統領が、その98.6％の得票を得て再選された。この結果は、虐殺を終息

させた功績と奇跡的な経済発展を導いた実績にもよると言われている。
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　これまで、弁護士日記を出版する機会を ２度得た。「秋桜」には脳梗塞か

ら生還した経験をつづり、「すみれ」には人に寄り添うという弁護士の仕事

を紹介することにも意を注いだ。

　ところで、私は、団塊世代の一員として、今の時代を眺めるときは、決ま

って、「そんな心算りで団塊世代が生きてきたのではないのに」という感慨

を得ていた。大いなる不平不満である。

　そこで、弁護士日記を ３度出版できる機会を得た私は、現在の世相に対す

る「団塊世代のつぶやき」をしたためることにした。

　ところが、平成27年 ４ 月から同年 ８月までの日記をつけた上で、その推敲

を繰り返す間、意外なことに、「団塊の世代こそ、戦後の一時期花開いた民

主主義を満喫できた、幸せな時代を生きた世代であった」ことに気づかされ

たのである。

　戦後、日本国憲法が施行された直後の短い年月を除くと、間もなく勃発し

た朝鮮戦争を契機に、日米による強固な安全保障体制を構築するために、改

革の後退が始まり、本来戦犯として日本国民から糾弾されるべき旧日本軍の

関係者が多数関与し警察予備隊や自衛隊の発足に関与し、一時花開いた社会

主義運動や昭和22年に成立した革新政権に対しては、冤罪事件を次々とでっ

ちあげることで打撃が加えられ、やがて元戦犯の岸信介までが政治の前面に

躍り出て新日米安全保障条約を締結することにより、軍事同盟を確固たるも

のにしていった。

　その仕上げとして、自ら司法権の独立を侵害してまで冤罪事件の成立に荷

担し、さらに、下級審を騙すことによってレッドパージを成功に導き、ま

た、1960年の改定安保条約調印の露払いまで行った田中耕太郎最高裁裁判長

と、その後の最高裁、検察庁、政財界、右翼とが一体となって司法の保守化

を進めていった。

　こうした出来事を数えていくと、「今50歳より若い日本人は、おそらく、
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民主主義の素晴らしさを味わった経験はないのではないか」ということに気

づくのである。

　なお、団塊の世代が育った時代は、決して経済的に豊かではないものの、

心豊かな、 １億人総中流と言われた時代であったが、今は、日本でも一握り

の富裕層が富の大半を握る時代を迎えている。

　そこで、「幸せな時代を生きて」を本書のテーマとすることにした。

　閉塞の時代を克服する知恵が私にあるとは思わないが、団塊の世代が育っ

た時代の雰囲気がもたらした想いを汲み取っていただければと願っている。

　弁護士業務の紹介という意味では、家事事件の思い出などをつづった。

　このたびは、東西倒産法実務研究会や法制審議会で御指導をいただいた東

京大学名誉教授の伊藤眞先生から、過分な推薦のお言葉を頂戴することがで

き、心から厚く御礼を申し上げる次第である。それは私たち夫婦に、家族を

も巻き込んだ40年を超える法曹生活を思い起こさせる契機にもなった。ま

た、本書の刊行にも御理解と一方ならぬ御協力をいただいた民事法研究会の

田口信義社長と安倍雄一氏に対し、心からの謝意を表するものである。

　書名の「タンポポ」は私の好きな花である。私が育った徳島県下には、か

つて春になると、子ども用の小さな ３段重ねの綺麗な遊山箱に弁当を詰め

て、野山に物見遊山に出掛けるという習慣があった。そのようなときには、

幼子たちはタンポポやレンゲの絨毯の上で、首飾りを作るなどして寛いだ。

私に春を教えてくれる懐かしい花であったことから書名とすることにした。

　子どもの頃に見た純粋な日本タンポポはほとんど見かけなくなった。一時

は、すでに絶滅したのではと寂しい思いに襲われたこともあったが、最近に

なって、西洋タンポポと交雑することにより、結構しぶとく遺伝子を今日に

伝えていることを知った。世界中のタンポポとの混血により、新品種が次々

と誕生し、より優秀な子孫が残るのは素晴らしいことである。

　　2017年 ９ 月吉日

� 弁護士　四宮　章夫
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